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 S 県 S 高等学校第 2 学年(15 名)，授業時間数全 4 時間，選択球技(テニス)選択者を対象とした。15




ーメント尺度については，百瀬(2007)の分析方法を参考とし，分類した。合計点 12 項目，第 1 因子
『自己の可能性に対する気づき』6 項目(F1)，第 2 因子『相互作用による問題の意識化』3 項目(F2)，
第 3 因子『積極的行動の志向』3 項目(F3)である。生涯スポーツに対する意識調査は 3 項目，運動に














表１ 各項目の t 検定(ｎ=15) 




















































 成果としては，非運動経験者を抽出し，エンパワーメント尺度の第 2 因子「相互作用による問題の
意識化」において有意な傾向がみられたこと，授業後のエンパワーメント合計点と授業後の生涯スポ
ーツに対しての意識調査の関係性に有意な差が認められたこと，インタビュー調査より生徒にエンパ
ワーメントの手立てについてや生涯スポーツについての肯定的な意見を得ることができたことは成果
といえる。インタビュー調査による結果では，学習者が本研究の体育の授業に対しての肯定的な意見
を得られたばかりでなく，非運動経験者が「スポーツ」という言葉に対しての苦手意識を持つという
新たな発見が得られた。各調査項目より，エンパワーメントの定義の設定と百瀬(2007)の手立ての援
用が合致していたと考えられる。非運動経験者の生徒がこれからのスポーツライフに目を向け，肯定
的に捉えていることが本研究の大きな成果といえるだろう。 
 課題としては，まず一つ目にエンパワーメント尺度の再作成とそれに合致した手立ての再構成であ
る。インタビュー調査より，生徒から多くの肯定的意見を得ることができているにも関わらず，検定
結果として差異を認めることができなかったものがあるため，尺度の改善等が求められるだろう。ま
た，当初は全 10 時間程の予定で計画を行っていた。高等学校との調整の結果，時間数の減少は防ぐ
ことができなかった。そのため，更に時間数を増加させた場合の生徒の変化を見取ることも必要とな
ってくるだろう。二つ目に，生涯スポーツの見取りである。本研究では，授業前後の調査のみである。
しかしながら，卒業後の実生活・実社会で生徒が運動と親しむ機会が得られているのか縦断的調査を
行う必要性があると考える。また，インタビュー調査より運動・スポーツの環境についての意見も見
ることができたため，日本・地域のスポーツを行う環境を踏まえ研究を行う必要性があると考える。
「連峰型スポーツモデル」の基盤となる学校体育の役割を追求していきたい。三つ目に，学習者のエ
ンパワーメントを引き出す手立ての他教科・教育活動全体への活用方法である。各校種・各教科等の
エンパワーメントの定義を授業者が定め，手立てを有効活用することができるとよいと考える。 
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